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Ⅰ はじめに 

日本各地では，大雨害，洪水害，浸水害，土砂災害

など，自然災害が多発し，大きな被害をもたらしてい

る１）。政府の地震調査本部は，今後 30年以内に 70～

80％の確率で南海トラフを震源とする地震が発生する

と報告しており，今後の発生と被害が危惧される２）。 

災害発生時に養護教諭のとるべき行動については，

文部科学省（2010）３)や小林ら４)により，具体的な対

処方法や支援方法が示されており，心のケアや健康観

察，健康相談や救急処置，施設設備の整備，環境衛生

等の役割を担うことが想定されている。 

養護教諭の自然災害時の活動に関する研究の動向

は，これまでにも報告されている。阿久澤ら５）は，

災害時に養護教諭が児童生徒に行う健康支援に関する

研究動向と今後の課題の中で，災害後の子どもの健康

状況の把握方法や，養護教諭が児童生徒に行った健康

支援に関する研究の動向を報告している。特に，福島

原発事故に関しては，長期にわたって子どもたちの健

康状況を把握し，支援を継続していく必要性をあげて

いる。工藤ら６)は大規模自然災害に関わる養護教諭関

連研究の動向の中で，支援者支援や二次受傷に関する

研究動向を報告しており，子供たちの心のケアを行う

立場の養護教諭のメンタルヘルスに関する研究は少な

いことや，大規模災害における養護活動について学ぶ

機会が少ないことを指摘している。また，大野ら７）

は，養護教諭の職務と役割の変遷の中で，大規模災害

時の養護教諭の活動や果たした役割について，大規模

地震発生後の対応として，安否確認や心身の健康観

察，健康相談へとつなぐなど，心のケアを進めていた

ことや，救急処置や感染症対策などの役割を担ってい

たことから，災害発生時の役割は，日常業務の延長線

上であることを報告している。 

様々な災害が起こるたびに，養護教諭が経験した支

援や果たしてきた役割からこうした研究が蓄積されて

きた。しかし，教育系研究者による文献数が少ないこ

とや，学校保健や養護教諭の視点からの研究が進んで
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いないことが課題として挙げられている８）。また，養

護教諭自身のメンタルヘルスに関することを報告して

いる研究報告はほとんど見当たらないことや，災害非

常時における養護教諭の活動に関する体系的な教育内

容の整備が必要となることも課題として挙げられてい

る９)。 

新潟県中越沖地震を経験した養護教諭は，被災時直

後はとくに人手が欲しかったと切望していた実態を報

告しており，もうひとりの養護教諭の配置を望んでい

た 10）。こうした背景から，東日本大震災や熊本地震

では，被災地域以外の都道府県から養護教諭が派遣さ

れ，被災地で支援活動や心のケアを行った 11)-12)。石

村 13)や西連寺 14)によると，被災地に派遣された養護

教諭の立場から現地での活動を記録した報告はある

が，研究としての報告は見当たらず，研究が進んでい

ない分野であることが推察される。 

そこで，地震災害時における養護教諭の活動に関す

る先行研究の研究目的について分析し，地震災害時に

求められる養護教諭の活動についての今後の研究課題

を明らかにすることを目的とした。 

 

Ⅱ 研究方法 

1．文献の抽出及び選定 

文献は，地震災害時の養護教諭の支援活動に関する

記載のある研究について，「医学中央雑誌 Web版」に

て検索をした。1995年から 2017年６月までの 22年

間に限定し検索を行った。キーワードを，“養護教

諭”and“地震”，“養護教諭”and“震災”，保健室”

and“地震”，“保健室”and“震災”で掛け合わせた。

検索日は，2017年 12月 27日である。 

検索した結果，“養護教諭”and“地震”が 62件，

“養護教諭”and“震災”が 63件，“保健室”and“地

震”が 23件，“保健室”and“震災”が 29件，計 177

件の文献が該当した。このうち，重複しているもの

97件，養護教諭自身を対象としていないもの 19件，

養護教諭の職務に関係しないもの 20件，自然災害以

外の危機について書かれているもの１件を除いた 40

件のうち，「特集／解説」を除いた 10件を抽出した。

また，記載箇所をそのまま分析に採用することから，

日本語文献でない１件を除き，９件を採用することに

した。 

2．分析方法 

選定した９件の文献について，タイトル，発表年，

研究目的の記述箇所について本文から抽出し表１に整

理した。さらに，研究目的の具体的な記載箇所を抽出

し記録単位とした。記録単位の中から，目的の具体内

容としてコードを抽出した。コードは，意味内容の類

似性に基づいてサブカテゴリー化，カテゴリー化し，

地震災害時の養護教諭の活動に関する研究の目的とし

て表２に分析した。選定した文献において１つの研究

で複数の目的が抽出されたものは，文脈から判断して

分類した。分析は，共同研究者２名で実施した。 

 

3．倫理的配慮 

対象とする文献は，公表されているものに限定して

検索を行った。また，本研究は，中部学院大学・中部

学院大学短期大学部倫理委員会の承認（E17-0008）を

得て行った。 

 

Ⅲ 結果 

1．選定論文の発表年及び研究対象の災害名（表１） 

選定した９件の論文の発表年は，2011年が１件

（11.1%），2012年が１件（11.1%），2013年が３件

（33.3%），2014年が１件（11.1%），2015年が３件

（33.3%）で，いずれも 2011 年以降に発表されてい

た。災害の種類は，新潟県中越沖地震が１件

（11.1%），東日本大震災が８件（88.9%）であった。 

 

2．研究目的の内容（表１）（表２） 

研究目的の記載内容を表１に，目的を分析した結果

を表２に示した。選定した９件の論文の研究目的の記

述から 19の記録単位を抽出し，コードが生成された

た。さらに，12のサブカテゴリー，６のカテゴリー

に分類できた。分類の結果は，カテゴリーを【 】，

サブカテゴリーを〈 〉，コードを“ ”で記して説

明する。 

１つ目のカテゴリーは【行いえた活動の実際】で，

“震災後，養護教諭がとってきた行動”を含む〈養護

教諭が行った活動〉，“養護教諭が行う児童・生徒への

心身の健康支援”を含む〈養護教諭が行う健康支援活

動〉，“避難所運営に際し行った活動”を含む〈避難所

対応の実態〉である３サブカテゴリーで構成された。

２つ目のカテゴリーは【災害時対応の課題】で，“震

災２年半後の児童・生徒に対する養護教諭が行う健康

支援活動の課題”を含む〈養護教諭の活動の課題〉，

“養護教諭として身につけておくべきこと”を含む

〈災害時対応に必要な養護教諭のスキル〉，“震災対応

への学校支援のあり方”である〈学校支援のあり方〉

の３サブカテゴリーで構成された。３つ目のカテゴリ

ーは【養護教諭や保健室の役割】で，“本来具備すべ

き養護教諭や保健室のあり方”を含む〈養護教諭や保

健室のあり方〉，“災害時の保健室の機能の課題”の 

〈保健室の役割と課題〉，“災害時における養護教諭の

役割”の〈養護教諭の役割〉である３サブカテゴリー

で構成された。４つ目のカテゴリーは【児童・生徒の

心身の健康状態】で，“養護教諭が捉えた被災児童・ 
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表１．分析対象文献タイトルと研究の目的 

文献

番号 
タイトル（発表年）  研究目的の記述箇所（本文より抽出） 

① 

新潟県中越沖地震における養護教諭の実践

活動と学校保健室の機能について 養護教

諭へのインタビューによる質的分析から 

（2011） 

 
震災直後から学校再開までの学校教育現場における養護教諭の実践活動の

実態を明らかにするとともに，災害時の保健室の機能を検討し課題を明ら

かにする。 

② 

養護教諭がとらえた東日本大震災後の児

童・生徒の健康状態と養護教諭の健康支援

活動 養護教諭へのインタビュー調査から 

（2013） 

 
養護教諭が捉えた東日本大震災で被災した児童・生徒の心身の健康状態を

明らかにし，養護教諭が児童・生徒に対して行う心身の健康支援について

検討する。 

③ 

東日本大震災から学んだ養護教諭及び保健

室のあり方 津波被災地における高校養護

教諭の支援活動を通して 

（2013） 

 津波被災地に位置する高校の養護教諭が，震災直後から学校再開そしてそ

の後の数ヶ月間において，どのような行動をとってきたのかを明らかにす

るとともに，このような被災の中で養護教諭や保健室のあり方についてど

う捉えたのかを明らかにする。そして，これらのことを通して，今後どの

地域でも起こりうる災害発生時に役立つ教訓を得るとともに，災害の有無

にかかわらず本来具備すべき養護教諭や保健室のあり方を明らかにした

い。 

④ 

東日本大震災における被災地の養護教諭の

対応と思いに関する調査―対処方略に着目

しての検討― 

（2012） 

 
東日本大震災の時に養護教諭はどのように対応したか，震災時における養

護教諭の思いを知るとともに，今後養護教諭として何を身につけていけば

よいかを明らかにする。 

⑤ 

東日本大震災直後の学校避難所における養

護教諭の対応―都市型震災を想定した学校

と地域との連携― 

（2013） 

 
東日本大震災の直後，都市における学校避難所の対応の実態を明らかに

し，児童・生徒の生命と安全を確保するため，災害時における養護教諭の

役割や今後の課題を検討する。 

⑥ 

東日本大震災時の避難所における養護教諭

の活動に関する研究 茨城県における調査

結果から 

（2013） 

 

避難所となった（茨城）県内の学校の養護教諭が地震発生時から避難所運

営に際し，どのような活動を行ったのかを明らかにする。 

⑦ 

養護教諭がとらえた東日本大震災後の児

童・生徒の健康状態と養護教諭の健康支援

活動(第 2報)養護教諭へのインタビュー調

査から 

（2014） 

 

東日本大震災２年半後における児童・生徒に対する養護教諭が行う健康支

援活動の実態を明らかにし，今後の課題を検討する。 

⑧ 

東日本大震災における養護教諭の支援ニー

ズに関する研究―学校再開前，再開以降の

支援の必要性の認識― 

（2015） 

 東日本大震災発生以降，避難所運営や学校再開に向けた活動の中で，さら

には，学校再開以降の子どもとの関わりの中で養護教諭が必要とした支援

について明らかにし，学校が震災への対応，さらには，児童生徒に対する

継続的なケアを行う際の学校支援のあり方について検討する。 

⑨ 

東日本大震災を体験した福島県養護教諭の

語りから―災害時における児童生徒の生命

と健康を守る養護教諭の思い― 

（2015） 

 

 

東日本大震災において児童生徒とともに被災し，健康支援活動を行った養

護教諭の語りから，当事者の視点でストーリーを記述する方法を用いて，

養護教諭の体験の意味を検討する。 

 

＊下線部は，研究目的の具体的な記載箇所を抽出し記録単位とした箇所を示す。 
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表２．地震災害時の養護教諭の活動に関する研究の目的 

文献

番号 
記録単位 

 
コード  サブカテゴリ― 

 
カテゴリー 

① 

震災直後から学校再開までの学校教育現

場における養護教諭の実践活動の実態を

明らかにする 

 
震災に対する養護教諭の実践

活動の実態 

 
養護教諭が行った活

動 

 

行いえた活動の実際 

③ 

震災直後から学校再開そしてその後の数

ヶ月間において，どのような行動をとっ

てきたのかを明らかにする 

 
震災後，養護教諭がとってき

た行動 

 

④ 

東日本大震災の時に養護教諭はどのよう

に対応したか，震災時における養護教諭

の思いを知る 

 
震災時の養護教諭の対応と思

い 

 

② 
養護教諭が児童・生徒に対して行う心身

の健康支援について検討する 

 
養護教諭が行う児童・生徒へ

の心身の健康支援 

 
養護教諭が行う健康

支援活動 

 

⑥ 

東日本大震災２年半後における児童・生

徒に対する養護教諭が行う健康支援活動

の実態を明らかにする 

 震災２年半後の児童・生徒に

対する養護教諭が行う健康支

援活動の実態 

 

⑤ 
都市における学校避難所の対応の実態を

明らかにする 

 
学校避難所の対応の実態 

 避難所対応の実態 

 

⑥ 
地震発生時から避難所運営に際し，どの

ような活動を行ったのかを明らかにする 

 
避難所運営に際し行った活動 

 

⑤ 
（災害時における養護教諭の）今後の課

題を検討する 

 
災害時における養護教諭の課

題 

 
養護教諭の活動の課

題 

 

災害時対応の課題 

⑦ 

（東日本大震災２年半後における児童・

生徒に対する養護教諭が行う健康支援活

動の）今後の課題を検討する 

 震災２年半後の児童・生徒に

対する養護教諭が行う健康支

援活動の課題 

③ 災害発生時に役立つ教訓を得る 
 

災害発生時に役立つ教訓を得

る 
 

災害時対応に必要な

養護教諭のスキル 

④ 
今後養護教諭として何を身につけていけ

ばよいかを明らかにする 

 
養護教諭として身につけてお

くべきこと 
 

⑧ 

震災への対応，児童生徒に対する継続的

なケアを行う際の学校支援のあり方につ

いて検討する 

 
震災対応への学校支援のあり

方 
 学校支援のあり方 

③ 
被災の中で養護教諭や保健室のあり方に

ついてどう捉えたのかを明らかにする 

 被災の中で養護教諭や保健室

のあり方についてどう捉えた

か 
 
養護教諭や保健室の

あり方 

 

養護教諭や保健室の

役割 

③ 
本来具備すべき養護教諭や保健室のあり

方を明らかにする 

 
本来具備すべき養護教諭や保

健室のあり方 

① 
災害時の保健室の機能を検討し課題を明

らかにする 

 
災害時の保健室の機能の課題  保健室の役割と課題 

⑤ 
災害時における養護教諭の役割を検討す

る 

 
災害時における養護教諭の役

割 
 養護教諭の役割 

② 

養護教諭が捉えた東日本大震災で被災し

た児童・生徒の心身の健康状態を明らか

にする 

 
養護教諭が捉えた被災児童・

生徒の心身の健康状態 
 

養護教諭が捉えた児

童・生徒の心身の健康

状態 

 
児童・生徒の心身の健

康状態 

⑨ 養護教諭の体験の意味を検討する 
 

被災および支援活動への養護

教諭の体験の意味 
 体験の意味付け 

 
養護教諭自身の体験

の意味 

⑧ 

避難所運営や学校再開に向けた活動と，

学校再開以降の子どもとの関わりの中で

養護教諭が必要とした支援について明ら

かにする 

 

養護教諭が必要とした支援  
養護教諭が求めた支

援 

 

養護教諭自身への支

援ニーズ 
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生徒の心身の健康状態”である〈養護教諭が捉えた児

童・生徒の心身の健康状態〉の１サブカテゴリーで，

５つ目のカテゴリーは【養護教諭自身の体験の意味】

で，“被災および支援活動への養護教諭の体験の意

味”である〈体験の意味付け〉の１サブカテゴリー

で，６つ目のカテゴリーは【養護教諭自身への支援ニ

ーズ】で，“養護教諭が必要とした支援”である〈養

護教諭が求めた支援〉の１サブカテゴリーで構成され

た。 

 

Ⅳ 考察 

1．研究目的から見られる研究の背景 

本研究の結果から，地震災害時の養護教諭の活動に

関する研究の目的は，養護教諭自身が【行いえた活動

の実際】や，【災害時対応の課題】を明らかにするこ

と，災害時に特化した【養護教諭や保健室の役割】を

見出すこと，養護教諭が捉える【児童・生徒の心身の

健康状態】を把握することに加え，災害時の活動に携

わる【養護教諭自身の体験の意味】を明らかにするこ

と，【養護教諭自身への支援ニーズ】を検討すること

であったことが確認された。 

 災害発生後，阪神・淡路大震災時には，「阪神・淡

路大震災から学校が学んだこと 全国に，そして未来

に伝えたいこと」15)が，新潟中越地震時には，「地震

が起きた！その時，学校は，保健室は！？」16が，東

日本大震災時には藤田ら 17)による「養護教諭が語る

東日本大震災」が発刊された。これらにおいては，災

害当時の様子とともに養護教諭が行った活動や養護教

諭が行う健康支援活動，避難所での対応等の活動の具

体が報告されていた。本研究において明らかになっ

た，養護教諭自身が【行いえた活動の実際】や，【養

護教諭や保健室の役割】にも関係する内容と言える。

災害時の養護教諭の活動は，児童生徒の安否確認や安

全確保，健康観察，心身のケア，救急処置や衛生管

理，感染症の予防，不登校児の家庭訪問，家族への支

援，他機関専門職員との連携等，多様な役割を果たし

ており 18)-24)，多岐に渡る内容から実態を明らかにす

る必要がある。そのため，実際の活動を明らかにする

研究が多く取り組まれたものと推察される。避難所運

営や災害救急に係る内容は，各地の養護教諭の組織に

おいて作成された報告書等は保存版として役立つもの

が多く 25)，過去の活動の実際を明らかにすること

は，被災しながらも支援を行う養護教諭にとって，参

考となり指針となる。今後の活動の役割や具体的対応

策を明らかにするために研究に取り組まれたものと推

察される。 

 災害時において養護教諭が行う児童生徒への健康支

援の研究動向を分析した研究 26）の中で， 1996年か

ら 2000年に文献数が多く，1995 年に発行した阪神淡

路大震災が関係していることが明らかにされている。

災害が契機となり，健康支援における問題や課題が顕

在化し，研究活動に反映されていった結果と推察でき

る。本研究においても，“災害時対応に必要な養護教

諭のスキル”や“学校支援のあり方”について検討す

る【災害時対応の課題】や“養護教諭が求めた支援”

について明らかにする【養護教諭自身への支援ニー

ズ】が見出された。これらにより，災害時の対応や支

援活動から課題が生まれ，今後の活動に役立つ示唆を

得るために研究が進められたものと推察される。 

 被災時の体験や自身の思いを伝えることが自分の使

命であると考える養護教諭 27)や震災での経験を踏ま

えて児童が育つような支援をしたいと考える養護教諭
28)がいる。このように，【養護教諭自身の体験の意

味】を追求することは，災害時の活動の経験が少しで

もよりよい未来や子どもたちの健やかな成長につなが

ることを信じている姿勢が伺える。こういった願いや

思いから研究に取り組まれてきたものと推察される。 

 

2．災害時の養護教諭の活動についての研究の課題 

 学校保健や養護教諭の視点からの研究は，まだ少な

く，研究の蓄積によって，災害時における学校や養護

教諭の役割を明らかにする必要性がある 29）。本研究

でも被災地の養護教諭が行った活動や養護教諭や保健

室の役割，養護教諭に求められるスキルなど，被災地

の学校の養護教諭を対象とした研究目的が多くを占め

ていた。今後は，養護教諭に求められる様々な場面を

想定し，研究を進めていく必要があると考えられる。

その１つとして，被災地に派遣された養護教諭や被災

地に派遣された養護教諭を受け入れた学校の養護教諭

を対象とした研究が見当たらないことである。文部科

学省は，東日本大震災時，被災地以外の都道府県から

養護教諭を宮城県に派遣しており 30)，熊本地震で

は，全国知事会の依頼に基づき，18名の養護教諭等

が派遣されている 31)。派遣された養護教諭の人数

は，全国的にも多くはなく，加えて，各教育委員会に

おける養護教諭の派遣の仕組みは，まだ十分に構築さ

れていない。派遣された養護教諭は，文部科学省や全

国知事会等からの要請を受けて各都道府県から派遣さ

れているため，派遣元の都道府県において派遣報告会
32)-34)という形で自身の経験について報告していた。

しかしながら，都道府県単位での報告会で活動が終結

している可能性があり，支援に携わった自らの経験を

研究論文などにまとめ，公表するまでには至っていな

いことが考えられる。今後の研究課題として，派遣さ

れた養護教諭，派遣された養護教諭を受け入れた学校

の養護教諭のほか，様々な立場や状況ごとの養護教諭
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の活動についての研究が必要であることが示唆され

る。 

また，活動の実際や機能を明らかにする研究目的は

多くみられ，結果，養護教諭の求められる役割が示さ

れている。しかし，養護教諭の思いや願いを明らかに

した研究は，わずかであった。他領域においては，被

災地に派遣された看護師や保健師，管理栄養士の立場

から派遣時の心理的特徴が明らかにされ，派遣者をサ

ポートする体制や教育の充実の必要性について報告さ

れている 35)-37)。派遣される養護教諭の心理的特徴を

明らかにすることは，派遣される養護教諭自身をサポ

ートし，被災地で適切に支援を行うことにつながり，

被災地の養護教諭の助けとなると推察される。今後起

こり得る災害に備え，養護教諭が抱いた「思い」に焦

点を当てた研究が求められることが示唆された。 

 

Ⅴ まとめ  

「地震災害における養護教諭の活動」について書か

れている研究論文９件の研究目的を分類した結果，

【行いえた活動の実際】，【災害時対応の課題】，【養護

教諭や保健室の役割】，【児童・生徒の心身の健康状

態】，【養護教諭自身の体験の意味】，【養護教諭自身へ

の支援ニーズ】の６カテゴリーに分類できた。これま

でに発表されている地震災害時の養護教諭の活動に関

する研究は、活動の実際や機能を明らかにすることで

あったことが確認できた。 

今後は，様々な立場や状況における養護教諭の支援

について研究が行われることが必要であることが示唆

された。また，心理的特徴を明らかにする等の養護教

諭が抱いた「思い」に焦点を当てた研究が求められる

ことも示唆された。 
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